
菌たちは、どう生きたいのか――
真の性質を知って植物病害を防ぐ

日本の園芸学研究の中心として100年以上の歴史を持つ
千葉大学園芸学部。変化する社会の課題に対応すべく、
その研究領域は常に進化してきました。現在も、

「食と緑」をキーワードに最先端の研究が繰り広げられています。
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植物を病気にするのは
ほとんどが菌類（糸状菌）

　私の専門分野である植物病理学の目的は、「植物を健全に育
てること」。植物に感染して病気を起こす、病原菌の研究をして
います。
　植物を病気にする病原体は、７～８割が菌類（糸状菌）です。
菌類は土壌や大気中などいたるところに生息し、膨大な種類が
確認されている微生物群です。彼らはいつもお腹をすかせてい
て、 “ご飯”を見つけて食べるとそこにカビが生えます。落ち葉や
みかん、お風呂の壁、エアコンの中など彼らの好みは種類によっ
てさまざまです。
　一部の菌類は、生きた植物に感染して病気を起こします。例え
ば、ナスやトマトなどの土壌伝染病である半身萎凋病（はんしんいちょ
うびょう）を起こす病原菌は、とても小さな黒い粒「微小菌核」を形成
して土の中で10年以上も何も食べずに生きられますが、これが根か
ら感染すると病気を起こします。私の代表的な研究は、この菌が
病気を起こすメカニズムを解明することです。
　とはいえ、野生の植物は強い免疫（抵抗性）を持っているため、
土の中にこうした病原菌がいても、簡単に感染することはありませ
ん。一方、人類が品種改良によってつくりあげてきた野菜や穀物
などの多くは、特定の病気にかかりやすい弱さがあるため、病気
が発生しないよう警戒し、対策を講じなければなりません。

病原菌の撲滅は不可能。
性質を知り、共存を目指す
　すべての微生物は、悪意も敵意もない無邪気な生き物です。
それは病原菌も同じです。
 私が日々の研究で心がけているのは、“病原菌（微生物）の気
持ちになって考えること”。彼らが何を好み、どう行動し、どのよ
うに生きていたいのかを深く知ることが、病気発生のメカニズム
を解明するうえで不可欠だからです。人類がすべての病原菌を
なくすことは不可能です。しかし、例えば植物工場のような高
度な施設園芸では、温度コントロールなどの技術によって、病
気が発生しづらい環境をつくることが可能です。畑や水田でも、
植物に病気を起こす菌類の生態、行動、遺伝、その他の性質
を解明することで、栽培する植物の病害を減らし、病原菌と人
類がうまくつき合っていける方法を見いだせると考えています。

植物の脂質を貯蔵する油滴

脂質は、植物のもっとも重要な構成成分の一つです。根、茎、
花とあらゆる細胞を作る生体膜の主成分として使われるほか、
発芽のためのエネルギー源としておもに種子に貯蔵されます。
植物の脂質を貯蔵するための細胞小器官が、油滴（＝脂肪滴、
オイルボディ）です。私はとくにこの油滴に着目し、研究を行っ
ています。

植物は発芽し、葉を展開すると種子にためた脂質のほとんど
を細胞の生体膜を作るために使ってしまうため、貯蔵脂質はぐっ
と少なくなります。しかし、環境的、
生物的要因によるストレスを受け
たときなど、状況によって葉に油
滴が増えることがあります。なぜ
種子ではなく、葉に脂質をためる
のか？　長らく謎に包まれていた
その存在意義が、私たちの研究
によって徐々に明らかになってき
ました。

油滴のタンパク質は、
植物にとっての「道具」

まず、油滴は単なる油の粒で
はありません。そこには多様なタ
ンパク質が存在し、機能を発揮
していることがわかってきました。
いわば油滴のタンパク質とは、
植物にとっての「道具」です。
例えば、油滴タンパク質の一部
は、カビの感染により誘導され、
抗菌物質を作ることがわかりまし
た。脂肪酸を酵素の働きで代謝
して、カビに対抗する抗菌物質
に作り替え、植物自らが病害の
原因となるカビを排除していると
考えられます。

そのほか葉の油滴は、過剰な
脂質の隔離場所として機能して
いることもわかっています。つま

り、不要な脂質を安全に確保しておくうえで、非常に重要な機
能を担っているのです。

今後は、油滴量が増加した植物の発見と解析を行っていき
たいと考えています。私たちは、葉の油滴量および脂質含量
が増加したシロイヌナズナ変異体を見つけることに成功してい
ます。これらの変異体を解析することで、脂質合成の制御が
どのように行われているのかが明らかになると考えています。油
滴成分の解析により、新たな抗菌物質の発見、利用につなが
ることや、ストレスや病害に強い植物の作出につながることも
期待できます。

植物に病原菌を接種して植物と病原菌の
相互作用を研究する。

半身萎凋病菌の微小菌核。この大きさ0.1mm ほど
の菌核が土壌の中に残って植物の根に感染する。

ナス半身萎凋病の様子。病原性を持つ菌
（右）と持たない菌（左）をナスに接種した。
病原菌は植物の道管内で増殖し、発病さ
せる。

ベンサミアナタバコの葉の表皮細胞内。
蛍光タンパク質が油滴について光るよう
形質転換したもの。

実験植物は基礎研究を行いやす
いシロイヌナズナを用いている。
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塩化ナトリウムを含んだ培地でストレスを
与え、油滴の形成との関係性を探る。

謎に包まれた葉の「油滴」
その驚異の機能を解き明かす
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